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広報こうさ　R6.3

人のうごき（１月31日現在）

総人口

１０，１２８人　男 4,869人／女 5,259人

前月比

－１８人 男 －８／女 －１０

○出生　　 ４人	 ○死亡　　19人
○転入　　25人 ○転出　　28人

総世帯数

４，４５4世帯　　前月比　－５

町からの情報をお届けしています

━━━━  表紙の写真 ━━━━

仁田子地区の緑川堤防沿いの
桜並木の風景です。写真は昨
年のものですが、地域住民の
皆さまの手によりきちんと管
理されており、温かい日が増
えてきた今年もきれいな花を
見せてくれそうです。

ウェブサイトメールアプリ

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

facebook

X（旧 twitter）

instagram
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お問い合わせ先
甲佐町観光協会（甲佐町企画課内）
☎ 096-234-1154

その他詳細はこちらから▶
（甲佐町公式ウェブサイト）
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▲グローブを手に笑顔を見せる甲佐小学校の児童たち ▲真剣な表情で、自主防災組織の報告を聞く参加者

　国内の小学校に対しグローブを寄贈することを表明
していた、ロサンゼルス・ドジャース所属の大谷翔平
選手から、町内の小学校４校に３個ずつ、計12個の
グローブが届けられました。グローブを手にした児童
たちは、早速キャッチボールを始めました。児童の１
人は「このグローブを使って野球を楽しみたい」と話
しました。

大谷選手からグローブの寄贈
本町の小学校４校に計12個のグローブ到着

　２月11日（日）町生涯学習センターホールで自主
防災組織と甲佐町防災士あゆの会との合同研修会が開
催されました。この研修は、両組織の連携強化による
地域防災力の向上を目的として、甲佐町と甲佐町防災
士あゆの会が主催。参加者たちは、西寒野地区及び芝
原地区の自主防災組織の活動報告や国土交通省による
防災講話に耳を傾けました。

災害に備え連携強化を図る
自主防災組織と防災士会との合同研修開催

こうさ の 話題

▲グループで地域活性化のための提案を話し合う生徒たち ▲甲佐町の自然環境から甲佐の歴史を学ぶ参加者

　12月13日（水）甲佐高校で、探究活動の時間「ク
ロスプラン」の一環として、熊本大学工学部田中尚人
准教授の講演会が開催されました。今年度は、１年生
を中心に陣ノ内城跡を訪れ、歴史や背景等について調
査。地域活性化に向けた提案内容を議論しました。田
中准教授から助言もあり、生徒たちは、学びの機会を
通じ地域への理解を深めました。

甲佐高校生が地域活性化について考える
熊本大学工学部田中准教授講演会を開催

　１月20日（土）町生涯学習センターホールで新甲
佐町史歴史研修会が開催されました。新甲佐町史の編
集者である、公益財団法人阿蘇火山博物館の池辺伸一
郎館長が講師となり、「甲佐の地形及び地質と緑川」
をテーマに講演。池辺館長は町の特徴的な地形や地質、
断層にふれ「地形地質を知ることは、自然災害の要因
を知り、身を守ることにつながる」と話しました。

地形や緑川から甲佐の歴史に迫る
第25回新甲佐町史歴史研修会を開催
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　皆さん、子ども民生委員をご存じですか。初めて
耳にされる方も多いと思います。
　子ども民生委員は、地域に住む高齢者のお宅を訪
問し、対話などコミュニケーションを通して、地域
貢献活動を行います。
　令和５年１２月に誕生したばかりですが、一人暮
らしのお年寄りの方たちからは、「元気で生き生きと
した子どもたちと話すと、こちらまで元気をもらえ
るようだ。」とのお声をいただいています。

　この活動を通して、人を思いやることの大切さや地域の一員として社会参画していく意義を学び、将来地域の
民生委員として活躍してくれることを期待しています。

　12月22日（金）、甲佐中学校校長室で１・２年生の生徒７人を対
象に「甲佐町子ども民生委員委嘱状交付式」が行われ、甲佐町民生
委員・児童委員協議会の森田義勝会長から一人ひとりに委嘱状が交
付されました。
　交付式で森田会長は、「皆さん一人ひとりが地域の一員として、高
齢者と触れ合い、人を思いやることの大切さや、社会へ参画するこ
との大切さを体験してください。」と挨拶。生徒たちは真剣にその言
葉を受け止めた様子で、この活動を通して、 「地域の中で自分にでき
ること」を考え、実践していきます。
　12月23日（土）から26日（火）にかけては、民生委員・児童委員
の同行のもと、一人暮らしの高齢者宅を訪問し、ガーデンシクラメ
ンを手渡しました。
　森田会長は、「子ども達には、今回の活動をきっかけに地域の支え
合いの大切さを理解し、高齢者とのかかわりのきっかけづくりをし
てもらいたい」と話しました。

こうさの旬な情報を発信！

甲佐中学校生徒が高齢者との対話を通して地域貢献活動
甲佐町子ども民生委員制度が始動

子ども民生委員とは

　今回の活動を通し、生徒たちは「地域との関わりを持つ
ことがほとんど無いなかで、一人ひとりとゆっくりと向き
合いながら話ができ、お花も喜んでもらってよかったです。
大変貴重な経験をさせていただきました」、「日ごろ一人暮
らしで寂しそうにしておられる方や何か心配を抱えておら
れる方のお宅を訪問し、いろいろ話すことで元気になられ
て良かったです。ボランティア活動でしか体験できない経
験でした」と話しました。

子ども民生委員を経験してみて

▲森田会長から委嘱状を受け取る生徒

▲高齢者宅を訪問し、ガーデンシクラメンを手渡す子ども民生委員

▲子ども民生委員に就任した甲佐中学校の生徒たち
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　初めて利用される人・久しぶりに
利用を再開したい人を対象にした体
験イベントです。実際にトレーニン
グマシンを使って効果を体感できま
す。また、健康運動指導士や実践指

導者による丁
寧な指導を行
います。
　トレーニン
グマシンを初
めて利用して
みたい人や久
しぶりに再開
したい人のほ

か、運動を始めたいが何をしていい
かわからない人などにもおススメで
す。
●開催曜日と時間
水曜日
　　午後１時00分～午後２時00分
　　午後４時30分～午後６時00分
日曜日
　　午後３時30分～午後５時00分
●参加費
施設利用料のみ
町内の人：300円、町外の人：450円
実施できない日もあるため、事前に
電話でお問合せください。

Health
木村　真澄 さん

（ 保健師 ）健康だより
高齢者の肥満は要注意 !「サルコペニア肥満」とは？

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲甲佐町フィットネスセンターにぜひお越しください

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
【新規ユーザー・久しぶりに利用したい方限定】

フィットネスセンターの魅力を体験！

今月の紹介者

●サルコペニア肥満とは？
　サルコペニアとは、「筋肉の衰え」という意味の医学
用語です。サルコペニア肥満とは、筋肉の減少とともに
太ってしまうことです。筋肉のピークは17歳から18歳
のころで、そこからは徐々に減っていき、40歳以上に
なれば年間１% ずつ減っていくともいわれています。
●サルコペニア肥満の可能性が高くなる状態とは
　具体的に以下の2つの状態が同時に当てはまるとサル
コペニア肥満である可能性が高くなります。
・筋肉の割合　男性27.3% 未満　女性22.0% 未満
・BMI( 体格指数 )25kg/㎡以上
　筋肉が減ると、今まで消費できていたエネルギーが消
費できなくなり、その結果、筋肉が減った分の脂肪が増
えるため、体型や体重では変化があらわれにくく、体重
や BMI が標準であっても安心はできません。
●サルコペニア肥満の危険性
　サルコペニア肥満は筋肉量の低下による身体機能の低
下と、脂肪の増加による心血管への危険性を生じさせま
す。体重の変化では分かりにくいサルコペニア肥満です
が、簡単な方法でチェックすることができます。

（指わっかテスト）
　両手の親指と人差し指を合わせてつくった輪で、ふく

らはぎの一番太い部分を囲みます。輪っかで囲んだ時に、
隙間ができてきてしまう人はサルコペニア肥満である恐
れがあります。

●サルコペニア肥満の予防と改善
　サルコペニア肥満の場合、ただ脂肪を減らすために食
事を減らすなどのダイエット法は、筋肉をつくるたんぱ
く質も不足してしまい、特に高齢者においては逆効果に
なります。最も効果的な予防・改善方法は筋肉を増やし
基礎代謝を上げることです。
　町フィットネスセンターには、筋肉量等を測定できる
体組成計があり、ご自身の状態を確認できます。また、
筋トレ機器を使った運動のほか、各種運動教室なども定
期的に行っていますので、お気軽にご相談ください。
　適度な運動でサル
コペニア肥満を予防
しましょう。

●お問い合わせ先
　甲佐町地域包括支援センター
　（町福祉課内）
　☎096-234-1114
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月　日 当番医 電話番号

３月３日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

３月10日 谷 田 病 院 096-234-1248

３月17日 桃 崎 整 形 外 科 096-235-8111

３月24日 荒 瀬 病 院 096-234-1161
３月31日 谷 田 病 院 096-234-1248

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

小堀　虹
に あ

空 ちゃん（０歳４カ月）
　父・龍聖 さん　
　母・まひる さん　（北原区）

　元気にすくすく育ってね。

　 ４か月児健診

　　３月21日（木）　午前９時

　　４月18日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　３月21日（木）　午前10時

　　４月18日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　４月５日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　３月12日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　４月19日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　３月12日（火）　午後１時20分

３月・４月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　３月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

１日（金） 　身体測定 ( 身長・体重 )
４日（月） 　砂場遊び
６日（水） 　しゃぼん玉遊び
８日（金） 　製作
11日（月） 　お絵描き
13日（水） 　ブロック遊び
15日（金） 　おやつ作り（要予約）
18日（月） 　お散歩
22日（金） 　新聞紙遊び
25日（月） 　手形・足形
27日（水） 　園庭遊び（閉所日）

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午
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今すぐラクになりたい、スッキリしたい
人のための自力整体の方法を紹介。たっ
た 3 分でラクになるレッスン、ゆがみ
をじっくり整える 20 分のロングレッス
ンなど「自力整体」のポイントをわかり
やすく解説。役立つ一冊です。

社会派ヒューマンミステリーのシリーズ
完結編。映画化された第一作「護られな
かった者たちへ」第二作「境界線」に続
く第三作は、復興が進む被災地に根ざす
人々の揺れ動く心情と人間模様を描く、
読み応えのあるミステリー。

介護に正解はないが、情報を知ることで
最善の介護は選べる。実家での遠距離介
護の始め方、在宅介護・在宅医療のポイ
ント、介護費用・使える介護保険など、
離職せず、今の暮らしも守る介護がやさ
しく分かる入門書です。

第 170 回直木賞受賞作品。大学生・朽
木は、借金のカタに、早朝の御所Ｇ（グ
ラウンド）で謎の草野球大会、たまひで
杯に参加する羽目になり…。表題作など、
京都を舞台にした人生の愛しくほろ苦い
味わいを綴る全 2 篇を収録。

けいれんが起きたときの対処は？どれく
らい吐いたら病院に行くべき？「月刊赤
ちゃんと！」の連載に寄せられた赤ちゃ
ん育児の悩みや気がかりに、小児科医が
エビデンスを示しながら、最新の知見で
正確な医療情報を届けます。

小説 一般書

風に立つ
　柚月 裕子 著／中央公論

すぐできる自力整体
　矢上 真理恵 作／ダイヤモンド社

彷徨う者たち
　中山 七里 著／ＮＨＫ出版

八月の御所グラウンド
　万城目 学 著／文藝春秋

遠距離介護の幸せなカタチ
　柴田 理恵 作／祥伝社

赤ちゃん育児なんでもＱ＆Ａ
　坂本 昌彦 著／赤ちゃんとママ社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

家庭裁判所に送られてきた少年を預かる
補導委託の引受を突然申し出た、南部鉄
器職人の父・孝雄。父の行動に戸惑う息
子・悟。少年と工房で共に働くうち、悟
の心にも少しずつ変化が…。家族の心の
機微を丁寧に描く一冊。

図
書
室

行
こ
う

へ

▲年間貸し出しランキングコーナーに
　ぜひお越しください

◀
江
戸
時
代
中
期
宝
暦
四
年（
１
７
５
４
年
）の
記
載
が

　
見
え
る
小
山
田
家
文
書（
當（
と
う
）用
日
記
）
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和
6
年
1
月
20
日(

土)

、
若
草
保
育

園
で
「
就
学
前
人
権
教
育
部
会
第
2
回
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
保
育
園
、
小
学

校
職
員
な
ど
41
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、「
山
鹿
市
子
ど
も
総
合
相

談
窓
口
」
保
育
相
談
員
の
村
上
直
美
氏
と
、

山
鹿
東
保
育
園
の
中
島
美
智
子
氏
が
、「
し

な
や
か
な
か
ら
だ　
こ
こ
ろ
を
そ
だ
て
～
つ

る
ま
き
た
い
そ
う
～
」
と
い
う
演
題
で
講

演
。 

「
つ
る
ま
き
た
い
そ
う
」
と
は
、
人
体

の
自
然
に
即
し
た
科
学
と
し
て
体
教
育
を
と

ら
え
直
す
視
点
か
ら
、
野
口
三
千
三
先
生
が

考
案
さ
れ
た
「
野
口
体
操
」
を
も
と
に
、
つ

る
ま
き
さ
ち
こ
先
生
が
工
夫
さ
れ
た
体
操
で

す
。
強
く
大
き
な
体
格
を
作
る
の
は
目
的
で

な
く
、
精
神
と
肉
体
を
分
け
て
扱
わ
ず
「
体

と
言
葉
を
ひ
と
つ
に
」
と
か
ら
だ
丸
ご
と
の

変
革
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

■
な
ぜ
『
つ
る
ま
き
た
い
そ
う
』
な
の
か

　
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
そ
う
、
差

別
を
し
な
い
子
ど
も
を
育
て
よ
う
と
い
う
思

い
が
あ
る
か
ら
で
す
。
差
別
は
人
の
つ
な
が

り
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
が

目
と
目
を
合
わ
せ
、
手
を
つ
な
ぎ
あ
い
、
肩

や
背
中
を
寄
せ
合
い
、
相
手
の
息
を
感
じ
な

が
ら
遊
ぶ
こ
と
で
、
心
も
か
ら
だ
も
解
き
ほ

ぐ
し
、
強
く
子
ど
も
た
ち
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

た
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

「
つ
る
ま
き
た
い
そ
う
」
の
良
さ
で
あ
り

根
っ
こ
な
の
で
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
心
と

体
を
ほ
ぐ
し
て
い
き
た
い
」、「
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
見
れ
る
よ
う
学
校
で
も
活
用
し
て

い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
つ
る
ま
き
た
い
そ
う
」
を
通
し
て
、「
し

な
や
か
な
か
ら
だ　
こ
こ
ろ
」
を
持
っ
た
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
７
）

▲「つるまきたいそう」を行う参加者たち

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

甲
佐
町
就
学
前
人
権
教
育
部
会
第
２
回
研
修
会
を
開
催

　今回は、「小山田家文書（おやまだけもんじょ）」の
中の宝暦四年 (1754) の事について、少し述べてみた
いと思います。
　この時代はちょうど江戸時代中期、ここでも人々の
暮らしも平穏だったことでしょう。そんな中、小山田
平四郎さんが八丁村の庄屋に任命された際に、年頭に
何をするのか、事細かに14項目にわたって明記されて
います。年頭ですので、この一年自身がすべき事が書
かれていますが、今の時代とちょっと異なると私が感
じたのは、「氏神社」が上位にきていることです。
　当時は、現在のような役所（役場）もないと思いますし、
庄屋として人の往来も念頭に入れてあり、引っ越しや
転居についても役目だったのではと思います。それに
内外の事にも気を廻らすことも多かったようです。筑
後（現在の福岡県南部）の国のお家騒動まで気にかける
様子が事細かに書かれています。
　それにしても当時の産業とてあまりない時代、農業

は基幹産業のはずなのに、庄屋としての役割は田畑の
管理や種や籾の管理が任せられるくらいで、この件に
関しては別の部署があったのではないかと推察されま
す。
　ほんの約300年前の書付けですが、庄屋の仕事の合
間に書かれてい
たとは驚きです。
現在ではパソコ
ンでの文書作成
が主流になりつ
つありますが、
果たしてこれか
らどのようなも
のが資料として
活用されること
になるのでしょ
うか ?

「宝暦4年の小山田家文書をみてみると」
文 化 財 探 訪

◀
江
戸
時
代
中
期
宝
暦
四
年（
１
７
５
４
年
）の
記
載
が

　
見
え
る
小
山
田
家
文
書（
當（
と
う
）用
日
記
）

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096­234­2447（内線324）

甲佐町文化財保護委員　石坂　妙（吉田区）

～第120回～
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２
月
20
日
（
火
）
甲
佐
町
を
含
む

県
央
エ
リ
ア
で
「
く
ま
も
と
暮
ら
し

体
験
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
本
町

職
員
が
甲
佐
町
へ
の
移
住
を
促
進
す

る
た
め
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
熊
本
県
が
、
熊

本
へ
の
移
住
に
関
心
を
持
つ
都
市
圏

の
居
住
者
に
向
け
て
開
催
し
た
も
の

で
、
県
北
・
県
央
・
県
南
・
阿
蘇
・

天
草
の
５
コ
ー
ス
に
分
か
れ
２
泊
３

日
で
市
町
村
を
訪
問
す
る
も
の
。

　

各
エ
リ
ア
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
施

設
を
巡
っ
た
り
、
郷
土
料
理
を
味
わ
っ

た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
先
輩
移
住

者
や
市
町
村
職
員
と
の
交
流
会
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
地
域
で
の
暮
ら

し
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

ツ
ア
ー
に
は
、
東
京
都
、
大
阪
府
、

福
岡
県
な
ど
か
ら
、
移
住
を
検
討
中

の
男
女
や
家
族
連
れ
20
人
以
上
が
参

加
し
、
甲
佐
町
を
含
む
県
央
エ
リ
ア

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
２
日
目
の
こ
の
日
、
参
加

者
た
ち
は
甲
佐
町
を
訪
れ
、
や
な
場

で
昼
食
を
と
っ
た
後
、
糸
田
の
カ
フ
ェ

や
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
併
設

す
る
「
山
ぼ
う
し
の
樹
」
に
移
動
。

本
町
を
含
む
６
市
町
村
の
移
住
担
当

職
員
と
の
交
流
会
に
参
加
し
、
各
市

町
村
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

親
子
で
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
東
京

都
の
女
性
は
「
実
際
に
現
地
を
見
て

回
る
こ
と
で
地
域
の
雰
囲
気
が
伝
わ

り
、
移
住
後
の
イ
メ
ー
ジ
も
湧
き
や

す
か
っ
た
で
す
。
熊
本
へ
の
移
住
を

前
向
き
に
検
討
し
た
い
で
す
。」
と
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
企
画
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

▲ツアー参加者に甲佐町を PR する本町職員

「
く
ま
も
と
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
で
移
住

希
望
者
に
甲
佐
町
の
暮
ら
し
を
Ｐ
Ｒ

　
１
月
26
日
（
金
）
甲
佐
高
校
に
お
い
て
、

職
業
・
学
業
に
つ
い
て
体
験
的
に
知
る
こ

と
で
、
進
路
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
、
早

期
か
ら
の
進
路
決
定
に
向
け
た
取
組
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
進
路
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
、
１
年
生
と
２
年
生

が
参
加
し
、
生
徒
の
興
味
関
心
に
合
わ
せ

て
、
前
半
に
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
テ
ル
ブ
ラ
イ

ダ
ル
）、
食
、
美
容
、
建
築・イ
ン
テ
リ
ア
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
福
祉
・
心
理
、
看
護
な

ど
の
上
級
学
校
８
校
の
講
座
、
後
半
に
自

衛
隊
、
建
設
業
、
医
療
・
福
祉
、
流
通
・

小
売
、
運
送・倉
庫
業
、
食
品
小
売
業
（
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）
な
ど
の
８
企
業
の
業

界
研
究
と
し
て
業
務
説
明
の
講
座
を
実
施
。

生
徒
は
興
味
関
心
の
あ
る
講
座
を
選
択
し
、

前
後
半
で
２
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
、
ま
だ
具
体

化
し
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
１
年
生
は
、

進
路
に
つ
い
て
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
具
体
的
な
進
路
先
を
決
定
し
準

備
を
始
め
る
２
年
生
に
と
っ
て
は
、
自
ら

意
欲
的
に
進
路
選
択
を
行
う
一
助
と
な
り
、

参
加
し
た
両
学
年
の
生
徒
に
と
っ
て
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

進
路
決
定
に
向
け
た
取
組

～
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
実
施
～

▲真剣な表情で上級学校や企業の説明を受ける生徒たち

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 11

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

  県立甲佐高校（甲佐町横田 327）　☎ 096-234-0041
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　　　　　　　　　　　　　　　　※ カッコ内は担当課
　　　　　　　　　　　　　　　　※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R6.3 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。

日 月 火 水 木 金 土
２/25 ２/26

 

２/27

 

２/28

 口座振替日
 （町税務課）

２/29

 夜間窓口
 （町税務課）

 消費生活相談
 （福祉課）

１
 甲佐高校卒業式

 行政区配達 
 （町総務課）

２
 

３
 

４
 法律・人権・行政相談 
 （福祉課）
 

５
 

６
 マイナンバーカー
ド
 夜間窓口（要予
約）
 （住民生活課）

７
  消費生活相談
 （福祉課）

８
 熊本県知事選
 期日前投票開始
 （総務課）

９
 甲佐中学校卒業式

10
 マイナンバーカー
ド
 休日窓口（要予
約）
 （住民生活課）

11
マイナンバーカード
 夜間窓口（要予
約）
 （住民生活課）

12
マイナンバーカード
 夜間窓口（要予
約）
 （住民生活課）

13
マイナンバーカード
 夜間窓口（要予
約）
 （住民生活課）
 

14
 消費生活相談
 （福祉課）

マイナンバーカード
 夜間窓口（要予
約）
 （住民生活課）

15
 行政区配達
 （総務課）

マイナンバーカード
 夜間窓口（要予
約）
 （住民生活課）

16
 

17
 緑川スポーツフェス
タ 
 in こうさ2024
 （企画課）

18
 心配ごと相談 
 （福祉課）

19
 認知症についての
 相談会と家族の集い
 （福祉課）

20
 

21
 各小学校卒業式
 
 消費生活相談
 （福祉課）

22
 

23
 熊本県知事選
 期日前投票終了
 （総務課）

24
 熊本県知事選
 （総務課）

25

 

26
 

27
 マイナンバーカー
ド
 夜間窓口（要予
約）
 （住民生活課）

28
 口座振替日
 （税務課）

 消費生活相談
 （福祉課）

29
 夜間窓口
 （町税務課）

30
 

31
 町消防団出初式
 （総務課）

４/1

 

４/2

 行政区配達 
 （町総務課）

４/3

 

４/4

 

４/5 ４/6
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甲
佐
町
及
び
御
船
町
と
サ
ン
ト
リ
ー
グ

ル
ー
プ
（
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
・
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
）
は
、「
ボ
ト
ル

ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
、
新
た
な

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
再
生
す
る
こ
と
を
「
ボ

ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
と

い
い
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
資
源
と
し
て
何

度
も
循
環
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
化
石
由
来
資
源
の
削
減
と
Ｃ
Ｏ

２
の
削
減
に
寄
与
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　
４
月
以
降
は
、
本
協
定
に
基
づ
き
「
ボ

ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
に
特
化
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
者
を
指
定
（
御
船
甲
佐
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
指
定
）
す
る
こ

と
で
、
町
が
回
収
す
る
使
用
済
み

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
年
間
21
ト
ン

（
５
０
０
ミリ
リットル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約

１
５
５
万
本
分
）
の
全
量
が
新
た
な

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
再
生
さ
れ
、
サ
ン

ト
リ
ー
熊
本
九
州
工
場
で
製
造
す

る
飲
料
の
容
器
と
し
て
使
用
さ
れ

ま
す
。

　
１
月
11
日
（
木
）
に
協
定
締
結
式

が
行
わ
れ
、
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ

と
協
定
書
を
交
わ
し
た
甲
斐
町
長

は
「
さ
ら
な
る
資
源
循
環
型
社
会
の

実
現
に
努
め
た
い
。『
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ

ボ
ト
ル
』
に
限
ら
ず
、
環
境
教
育
で

も
連
携
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
と
回
収
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
で
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

住 民　 ×　 行 政　 ×　 企 業
資 源 循 環 型 社 会 の 実 現 へ
リサイクルステーションで回収したペットボトルは、
全て新たなペットボトルに生まれ変わります。 甲佐町と御船町※１では、今年４月から家庭から回収し

たペットボトルの全量を対象に、ボトル toボトル水平リ
サイクルを開始します。
ボトル to ボトル（BtoB）とは、使用済みのペットボト
ルを原料として、新たなペットボトルを製造するリサイ
クル方法です。
資源が繰り返し循環するリサイクルにより、ペットボト
ル製造工程における石油資源の使用削減※２につながり
ます。
※１　現在、甲佐町と御船町は、ペットボトルの中間処理（圧縮・梱包）を
　　　「御船甲佐クリーンセンター」で行っています。
※２　リサイクル事業者による試算では、石油由来資源の使用削減により
　　　約 60％のCO2削減効果があるとされています。

４月からペットボトル
「ボトル toボトル」の
取組を開始します！

皆様へのお願い。
きれいに分別することで、
再生に繋がります。

①キャップ、ラベルをとる。
②すすぐ。
③リサイクルステーションに出す。
　※つぶさないこと。

資源循環型社会の実現に向けて
分別にご協力をお願いします。

分別・ごみ出し方法は変わりません。

石油由来資源の
削減

お問い合わせ先
甲佐町環境衛生課　環境衛生係
☎０９６-２３４- １１６９

環　境　特　集

甲佐町・御船町　×

一部は衣類等に
リサイクル
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国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
■�

国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
で
す

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
学
生
も
20
歳
に
な
っ
た

時
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
勤
務
先
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
厚
生
年

金
か
ら
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
勤
務
先
を
退
職
さ
れ
た
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
の
人
や
、
収
入

が
増
加
し
た
こ
と
で
扶
養
か
ら
外
れ
た
配
偶

者
の
人
も
、
国
民
年
金
へ
の
切
り
替
え
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

１
６
９
８
０
円(

月
額)

で
す
。
こ
の
定
額

料
に
、
毎
月
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
プ

ラ
ス
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
将
来
受
給
す
る

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す(

付
加

年
金
の
加
入
に
は
申
請
が
必
要
で
す)

。

　
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月
の

翌
月
末
日
で
す
。
納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料

を
納
め
な
い
と
、
万
が
一
の
と
き
に
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場

合
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

老
後
や
万
が
一
け
が
や
病
気
な
ど
で
障
が
い

が
残
っ
た
時
に
、
保
障
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が
で
き
な
い
人

は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
で
、
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
期
間
に
計
算
さ
れ
ま
す
が
、

金
額
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
追
納

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
４
）

詳しくは町住民生活課までお尋ねください

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
届
け
出
を

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
員
に
国
民
健
康

保
険
の
資
格
異
動
（
転
入
、
転
出
、
社
会
保

険
へ
の
加
入
ま
た
は
脱
退
な
ど
）
が
あ
っ
た

場
合
、
14
日
以
内
に
町
へ
届
け
出
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保

険
給
付
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
職
場
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
以

外
は
、
国
民
健
康
保
険
に
入
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
３
～
４
月
は
、
就
職
や
退
職
な
ど
で

異
動
が
多
い
時
期
で
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出

を
し
ま
し
ょ
う
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
、
届
け
出
を
し
た
日

の
月
か
ら
で
は
な
く
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
た
日
（
転
入
日
や
社
会
保
険
の
資
格
喪

失
日
な
ど
）
の
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
ま
で

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
が
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
（
水
）
で
す
（
短
期
証
を
除
き
ま

す
）。

　
令
和
６
年
度
の
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、

有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
世
帯
主
あ
て
に
簡

易
書
留
郵
便
に
て
送
付
し
ま
す
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券
の
発

行
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
を
対

象
に
、
町
と
協
定
を
締
結
し
た
施
術
業
者
で

は
り
治
療
な
ど
を
受
け
る
場
合
、
１
回
の
治

療
に
対
し
て
１
０
０
０
円
の
補
助
が
受
け
ら

れ
る
治
療
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
「
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ

う
治
療
券
」
の
使
用
期
限
は
、
３
月
31
日

（
日
）
で
す
。
令
和
６
年
度
の
治
療
券
は
４

月
１
日
（
月
）
か
ら
発
行
し
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
で
治
療
券
が
必
要
な
人
は
、

町
住
民
生
活
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
８
）

学 生 は 保 険 料 納 付 の
猶 予 が 受 け ら れ ま す

国民健康保険の資格異動
は届け出が必要です

詳しくは町住民生活課までお尋ねください
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お
知
ら
せ

３
月
24
日
は
熊
本
県
知
事

選
挙
の
投
票
日
で
す

　
３
月
24
日
（
日
）
は
、
県
知
事
選
挙
の

投
票
日
で
す
。

　
選
挙
は
、
有
権
者
が
政
治
に
参
加
す
る

最
大
の
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
民
の

権
利
で
す
。忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
で
き
る
期
間
は
、
期
日
前
投
票
を

合
わ
せ
る
と
17
日
間
あ
り
ま
す
。
投
票
日

当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
告
示
日

　
３
月
７
日
（
木
）

▼
投
票
日
・
投
票
時
間

　
３
月
24
日
（
日
）

　
午
前
７
時
～
午
後
６
時

▼
投
票
で
き
る
人

　
平
成
18
年
３
月
25
日
以
前
に
生
ま
れ
、

引
き
続
き
３
カ
月
以
上
町
内
に
居
住
し
て

い
る
人

▼
期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
で
き
な
い
場
合
は
、
投
票
日
前
に
期
日

前
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
の
投
票
日

　
３
月
８
日
（
金
）
～
23
日
（
土
）

▼
期
日
前
投
票
の
投
票
時
間 

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▼
期
日
前
投
票
の
投
票
場
所

　
甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

●
不
在
者
投
票

　
町
内
に
長
期
不
在
の
た
め
、
期
日
前
投

票
が
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
郵
送
に
よ
る
手
続
き
な
ど
日
数

を
要
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
、

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所

中
の
人
が
、
入
院
・
入
所
先
で
不
在
者
投

票
が
で
き
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
施

設
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
区
が
変
更
に
な
り
ま
す

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
有
権
者
の

減
少
を
受
け
て
、投
票
区
を
見
直
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
24
日
（
日
）
執
行
予
定

の
熊
本
県
知
事
選
挙
よ
り
次
の
と
お
り
、

投
票
区
を
変
更
し
ま
す
。

①
投
票
区

　
【
変
更
前
】

　
第
３
投
票
区

　
広
瀬
、
西
原
、
井
戸
江
、
小
鹿
、
安
平

　
上
揚

　
第
４
投
票
区

　
本
坂
谷
、
谷
内
、
堂
の
原

　
【
変
更
後
】

　
第
３
投
票
区

　
本
坂
谷
、
谷
内
、
堂
の
原
、
広
瀬

　
西
原
、
井
戸
江
、
小
鹿
、
安
平
、
上
揚

②
投
票
所

　
第
３
投
票
区

　
宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
（
旧
宮
内
小
学
校
）
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

浄
化
槽
の
維
持
管
理

料
金
改
定
に
つ
い
て

　
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
浄
化
槽
の

維
持
管
理
料
金
が
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
改
定
さ
れ
ま
す
。(

10
％
程
度
の
値
上

げ
と
な
り
ま
す
。)

　
該
当
す
る
家
庭
や
事
業
所
に
は
、
維
持

管
理
の
事
業
者
か
ら
お
知
ら
せ
を
行
い
ま

す
。
業
務
の
安
定
的
な
継
続
と
適
正
実
施

の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
了
承
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
改
定
後
の
料
金(

年
額
【
税
別
】)

①
保
守
点
検

　
５
人
槽　
２
万
１
６
０
０
円

　
７
人
槽　
２
万
２
８
０
０
円

　
10
人
層　
２
万
４
０
０
０
円

②
清
掃
（
引
抜
き
）

　
５
人
槽　
２
万
８
８
０
０
円

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）
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７
人
槽　
３
万
３
６
０
０
円

　
10
人
槽　
４
万
２
０
０
０
円

③
合
計

　
５
人
槽　
５
万
０
４
０
０
円

　
７
人
槽　
５
万
６
４
０
０
円

　
10
人
槽　
６
万
６
０
０
０
円

※
単
独
処
理
浄
化
槽
や
大
規
模
な
浄
化
槽

　
等
に
つ
い
て
は
個
別
に
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

　

(

有)

甲
佐
衛
生
社

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
２
１
７

　
米
村
衛
生(

有)

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
３
０
８

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
ヤ
ミ
小
作

　
農
地
の
貸
し
借
り
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
を
受
け
る
よ
う
農
地
法
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
農
地
法
第
３
条
の
許
可
の
ほ
か

に
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ

く
権
利
設
定
、
農
地
バ
ン
ク
を
利
用
し
た

貸
借
が
必
要
で
す
。

　
農
地
バ
ン
ク
を
利
用
し
た
貸
借
に
つ
い

て
は
、
県
農
業
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
ご
不
明
な
点

は
町
農
業
委
員
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
業
委
員
会
（
町
農
政
課
内
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
　
（
内
線
１
５
３
）

飼
い
犬
に
は
狂
犬
病

予

防

注

射

を
！

　
飼
い
犬
に
は
、
毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
狂
犬
病
予
防

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
予
防
注
射
は
、
お
住
い
の
市
町
村
で
４

～
６
月
に
行
わ
れ
る
狂
犬
病
予
防
集
合
注

射
又
は
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
接
種

で
き
ま
す
の
で
、
保
健
所
に
ご
確
認
の
う

え
、
飼
い
主
の
責
務
と
し
て
必
ず
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
飼
い
犬
の
死
亡
や
飼
い
主
変
更

の
際
は
、
お
住
い
の
市
町
村
に
届
出
が
必

要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
保
健
所

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

募

集

中

で

す

　
町
で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
て
、
本
町
の
地
方
創
生
を
応
援

し
て
い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
国
が
認
定

し
た
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
し
て
企
業
が
寄
附
を
行
っ
た

場
合
に
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら

れ
る
制
度
で
す
。
最
大
で
寄
附
額
の
約
９

割
の
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
事
業

　
甲
佐
町
が
行
う
地
域
再
生
計
画
（
甲
佐

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
計
画
）

に
位
置
付
け
ら
れ
た
地
方
創
生
の
取
組
み

が
広
く
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
や
寄
附
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
留
意
事
項

・
１
回
当
た
り
10
万
円
以
上
の
寄
附
が

　
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
寄
附
を
行
う
こ
と
の
代
償
と
し
て
、

　
経
済
的
な
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
禁
止

　
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
甲
佐
町
に
本
社
が
所
在
す
る
企
業
の

　
寄
附
は
、
本
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

　
せ
ん
。

・
本
制
度
の
対
象
期
間
は
、
令
和
６
年
度

　
（
２
０
２
４
年
度
）
ま
で
で
す
。

▼
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

　
　
（
内
線
２
５
１
）

くらしの情報

町税などの滞納処分（１月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ６件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 8,419円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
１月 年累計

人 身 事 故 ０ ０

物 損 事 故 15 15

盗 難 な ど ０ ０

１月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ ＋１

原 野 12 ＋３

そ の 他 12 ０

合 計 件 数 27 ＋４
２月15日現在

fire prevention

▶
詳
細
は
こ
ち
ら

　
を
チ
ェ
ッ
ク
！

▶
詳
細
は
こ
ち
ら

　
を
チ
ェ
ッ
ク
！
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令
和
６
年
度
各
種
自
衛
官
を

募

集

し

て

い

ま

す

　　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で
は
、
自

衛
隊
幹
部
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
自

衛
官
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

●
幹
部
候
補
生

•

大
卒
程
度

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
20
歳
以
上

22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込
含
）、
修

士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
は
28
歳
未

満
の
者
）

•

院
卒
者

　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者
（
修
士
課
程

修
了
者
等
（
見
込
含
））

•

歯
科
・
薬
剤
科

　
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20
歳
以
上
30

歳
未
満
の
者
（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳

未
満
の
者
）

●
一
般
曹
候
補
生

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者 

●
自
衛
官
候
補
生

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間

●
幹
部
候
補
生

　
４
月
12
日
（
金
）
ま
で

●
一
般
曹
候
補
生

　
５
月
７
日
（
火
）
ま
で

●
自
衛
官
候
補
生

　
年
間
を
通
じ
随
時

▼
試
験
日

●
幹
部
候
補
生

・
大
卒
程
度
・
院
卒
者

　
１
次
試
験
：
４
月
20
日
・
21
日

　
２
次
試
験
：
５
月
24
日
～
30
日

・
歯
科
・
薬
剤
科

　
１
次
試
験
：
４
月
20
日

　
２
次
試
験
：
５
月
24
日
～
30
日

●
一
般
曹
候
補
生

　
１
次
試
験
：
５
月
17
日
～
26
日
の
う
ち

　
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

　
２
次
試
験
：
６
月
15
日
～
30
日
の
う
ち

　
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

●
自
衛
官
候
補
生

　
受
付
時
又
は
自
衛
隊
協
力
本
部
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　
宇
城
募
集
案
内
所

　
☎
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

参

加

者

を

募

集

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
高
齢

者
の
健
康・生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、

第
36
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
（
熊
本
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
２
４
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
町
福
祉
課
で
配
布

し
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

▼
開
催
日
程
（
予
定
）

　
３
月
９
日
（
土
）
～
５
月
19
日
（
日
）

▼
開
催
場
所

　
県
民
総
合
運
動
公
園
な
ど

※
昨
年
ま
で
と
開
催
時
期
や
開
催
場
所
が

大
き
く
変
更
に
な
る
競
技
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
資
格

　
県
内
在
住
者
で
令
和
７
年
４
月
１
日
時

点
で
60
歳
以
上
の
人

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代
の
人
の

オ
ー
プ
ン
参
加
が
可
能

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

　
町
福
祉
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
３
）

く
ら
し
安
全

ネ

ッ

ト

犯

罪

か

ら

子
ど
も
を
守
ろ
う
！

　　　
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機

等
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
り
、

犯
罪
や
い
じ
め
な
ど
の
被
害
・
加
害
双
方

の
当
事
者
に
な
る
子
ど
も
た
ち
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

くらしの情報

こうさの話題

開通直前の高速道路を歩く
山都通潤橋 IC 開通記念ウォーキング開催

　九州中央自動車道「山都通潤橋 IC」の開通に先立ち、
１月 13 日（土）に記念ウォーキングが開催されました。
甲佐町を含む九州中央自動車道建設促進期成会が主催
し、沿線住民などが開通直前の高速道路（往復約４km）
を歩きました。当日は、子どもから高齢者まで 900 人
を超える参加があり、参加者たちは、この日しかできな
い貴重な体験を満喫しました。

▲車がいない高速道路でのウォーキングを楽しむ参加者たち
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▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
上
手
な
つ
き
あ

い
方
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
「
わ
が
や
の

ル
ー
ル
」
を
作
り
ま
し
ょ
う

①
家
族
で
話
し
合
う

　
必
ず
子
ど
も
と
保
護
者
で
話
し
合
い
、

お
互
い
に
納
得
し
た
ル
ー
ル
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

②
定
期
的
に
見
直
す

　
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
応

じ
て
、
定
期
的
に
ル
ー
ル
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

③
制
限
で
き
る
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る

　
危
険
な
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を
ブ
ロ
ッ
ク

し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
時
間

を
制
限
で
き
る
「
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
マ
ホ
の
約
束
６
か
条

　
ス
マ
ホ
を
使
っ
て

　
あ　
会
わ
な
い
で
！

　
　
　
（
知
ら
な
い
人
と
）

　
と　
撮
ら
な
い
で
！

　
　
　
（
自
分
の
裸
、
下
着
姿
を
）

　
が　
画
像
を
送
ら
な
い
で

　
こ　
個
人
情
報
を
載
せ
な
い
で

　
わ　
悪
口
を
書
き
込
ま
な
い
で
！

　
い　
い
じ
め
な
い
で
！

　
　
　
（
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

定
期
購
入
に
関
す
る
消
費
生
活

ト
ラ
ブ
ル
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　
ネ
ッ
ト
通
販
で
「
お
試
し
価
格
」
の
広

告
を
見
て
、
1
回
だ
け
の
つ
も
り
で
申
し

込
ん
だ
が
、
定
期
購
入
に
な
っ
て
い
た
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
定
期
購
入
で
申
込
み
を
し
て
し
ま
う
と
、

容
易
に
解
約
で
き
な
い
ケ
ー
ス
や
、
解
約

料
を
求
め
ら
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
申
し
込
む
際
は
、
最
終
確
認
画
面
で
内

容
や
解
約
条
件
な
ど
を
慎
重
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
定
期
購
入
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困

り
の
場
合
は
、
局
番
な
し
の
「
１
８
８
」

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
等
に
繋
が
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

くらしの情報

令和６年能登半島地震における被災自治体支援として町職員を派遣
　甲佐町は、令和６年能登半島地震における被災自治体
を支援するため、令和６年１月29日（月）から２月６日
（火）までの９日間、町職員の派遣を行いました。甲佐町
の第１陣として、環境衛生課の塚本主事が、石川県輪島
市で支援活動を行いました。
　令和６年１月26日（金）に行われた出発式では、甲斐
町長から「被災者の皆様の気持ちに寄り添った対応を心
掛けてほしい。余震も続いており、寒くなることが予想
されるが、頑張ってください」との激励の言葉があり、
塚本主事は「熊本地震では、多くの方に支援いただいた
恩がある。その恩を返す気持ちで甲佐町の第一陣として、
被災地の支援、復旧に少しでも力になれるよう、精一杯
頑張ります」と意気込みを語りました。
　派遣職員は期間中、住家被害認定調査、罹災証明書発
行業務、相談業務等の支援活動を行いました。
　甲佐町は引き続き町職員の派遣を行い、被災地の支援
を継続していきます。

上益城広域消費生活相談室
　消費生活トラブルの解決に向け
て、消費生活相談員が無料で相談
を受け付けています。
▶日時　午前９時～午後４時
月　益城町　☎ 096-286-3210
火　御船町　☎ 096-282-1226
水　嘉島町　☎ 096-237-1112
木　甲佐町　☎ 096-234-3223
金　山都町　☎ 0967-72-3133
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［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

で
べ
そ

　
居
ら
ん
と
困
る
村
祭�

広
田
み
ど
り

で
べ
そ

　
前
の
晩
か
ら
起
き
と
ら
す�

下
山　
千
恵

で
べ
そ

　

う
ち
の
母
ち
ゃ
ん
今
日
も
留
守�

志
垣　
　
光

で
べ
そ

　
趣
味
は
旅
行
て
言
わ
す
筈�

佐
藤　
　
葵

で
べ
そ

　
そ
ろ
そ
ろ
車
出
さ
す
頃�

平
井
や
よ
い

で
べ
そ

　
自
慢
話
し
に
割
り
込
ま
す�

光
永　
　
六

で
べ
そ

　
隣
は
今
日
も
居
ら
っ
さ
ん�

井
元
あ
ざ
み

で
べ
そ

　
カ
ラ
オ
ケ
い
つ
も
独
り
占
め�

日
高　
美
里

で
べ
そ

　
呼
び
も
せ
ん
の
に
し
ゃ
し
ゃ
り
出
て�

上
田　
梅
清

で
べ
そ

　
目
立
つ
姿
は
変
装
で�

中
村　
南
幸

で
べ
そ

　
通
夜
に
も
心
弾
ま
せ
て�

北
川　
直
美

［
短
歌
］�

塚
原
暁
益 

選

お
隣
の
庭
の
紅
梅
春
を
告
ぐ

日
毎
開
花
し
見
て
は
楽
し
む�

池
田
キ
ヨ
子

買
物
に
母お

や
こ子

三
人
久
し
ぶ
り

よ
く
喋
り
て
は
帰
れ
ば
寂
し�

赤
星　
文
子

ド
ン
ド
ン
と
音
立
て
流
る
緑
川

や
な
場
の
夜
に
レ
ス
ト
ラ
ン
の
灯ひ�

赤
星　
延
子

静
け
さ
に
窓
を
開
け
れ
ば
庭
白
く

紅
き
椿
が
一
輪
咲
き
ぬ�

内
田
乃
武
子

学
業
と
部
活
を
共
に
は
げ
む
孫

輝
く
姿
夢
に
あ
ふ
れ
り�

緒
方　
明
美

海
越
え
て
「
野
球
し
よ
う
」
と
子
ど
も
ら
に

届
く
グ
ロ
ー
ブ
に
笑
顔
弾
け
る�

吉
永
由
紀
子

独
り
居い

の
節
分
の
夜よ

は
多
忙
な
り

鬼
に
な
っ
た
り
福
に
な
っ
た
り�

塚
原　
暁
益

literary work
うたごよみ　～弥生～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

※
「
で
べ
そ
」
は
、
甲
佐
弁
で
「
出
た
が
り
」、「
目
立
ち
た
が
り
」
の
意
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【作り方】
①お米を研いでざるに上げます。
②菜の花の根元を切り落とし、塩を少々入れ
て茹でたら冷水に取り、固く絞ります。

③②の菜の花を2㌢くらいに切り醤油小さじ
2を振り混ぜ合わせます。

④卵をしっかり溶きほぐし、塩ひとつまみを
加え炒り卵を作ります。

⑤炊飯器に①の米、だしの素、赤酒、塩を入
れ、ひと混ぜしてからスイッチを入れる。

⑥炊き上がったご飯に、菜の花と炒り卵を混
ぜ合わせたら出来上がり。

菜の花ごはん

　
先
月
編
集
後
記
で
「
冷
え
込
ま
な

い
日
が
続
く
」
と
書
い
た
直
後
に
寒

い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
や
っ
と
冬

の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
節
、
も
う
大
丈
夫
で

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
春
の
お
出

か
け
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
集
を
組
み

ま
し
た
。
身
近
過
ぎ
る
場
所
は
な
か

な
か
訪
れ
な
い
も
の
で
、
行
っ
た
こ

と
が
無
い
ス
ポ
ッ
ト
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
し
た
。
甲
佐
町
を
広
報
す
る
も

の
と
し
て
精
進
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
「
ま
き
の
農
園
」
の
牧
野
さ
ん
。

と
て
も
素
敵
な
方
で
、
楽
し
い
取
材

で
し
た
。
娘
さ
ん
が
家
庭
用
に
育
て

て
い
る
と
い
う
唐
辛
子
の
試
食
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
冬
に
も

か
か
わ
ら
ず
汗
が
止
ま
ら
な
く
な
る

程
辛
く
（
美
味
し
く
）
刺
激
的
な
取

材
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　（
ず
）

　緑川の土手に黄色い “菜の花 ”が咲き、風に吹かれてそよそよとしてると
春が来たな～と感じます。
　めでるだけでなく春を味わうこともできる菜の花です。特に絶対食べなけ
ればというものではありませんが、実はβカロテンを多く含んでいます。こ
れには抗酸化作用があるため、活性酸素から細胞を守り、健康促進効果が期
待されるのですね。

【材料（４人分）】
お米…………………2カップ
だしの素……………小さじ1
赤酒…………………大さじ2
塩…………………………適量
菜の花……………1/2～1束
水……………………350cc
卵（M玉）………………2個

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

 

ひとの動き
１月11日（木）～２月10日（土）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・松尾　直子様　　東京都
・菅沼　里美様　　静岡県
・江尻　明隆様　　東京都
・宮本　薫　様　　神奈川県
・佃　　延夫様　　千葉県
・袴田　美紀様　　三重県
・島村　隆之様　　大阪府
　　　　　　　　ほか多数

■お問い合わせ
　町企画課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

住　所 氏　名 年齢 世帯主
下横田 佐藤　ヱイ子 94 ヱイ子
船津 日隈　澄枝 91 澄枝
東寒野 仲葉　京子 89 京子
船津 野仲　睦明 86 正
中山 植原　エミ子 90 エミ子
中横田 牛堂　義光 78 和香奈
西寒野 三浦　畩美 88 畩美
西寒野 永野　美惠子 88 美惠子
中横田 谷﨑　秀一 65 優子
田口 東　昭子 83 幸一
上揚 池上　洋 72 明美
坂谷 藤田　終子 98 一郎
仁田子 緒方　愛子 94 愛子
豊内 勝本　ミドリ 93 ミドリ
津志田 野口　幸子 81 幸子
早川 入口　モトヱ 101 モトヱ

ほか５人　

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名 性別 保護者
船　津 森田　蒼

あおい
唯 女 晋太朗

芝　原 河野　友
ゆうと
音 男 晃之

早　川 野口　陽
よ う
柚 女 拓哉

ほか１人　

　　　　今月の婚姻夫婦　１組
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乙
女
台
地
の
裾
野
に
広
が
る
田

畑
を
前
に
、
明
る
い
笑
顔
を
見
せ

る
の
は
、
株
式
会
社
「
ま
き
の
農

園
」
の
代
表
、牧
野
千
代
加
さ
ん
。

今
か
ら
約
二
十
年
前
、
父
が
取
り

組
む
農
地
を
受
け
継
ぎ
、
農
業
の

道
に
進
ん
だ
。

　
し
か
し
、
実
際
に
農
業
に
足
を

踏
み
入
れ
る
と
、
地
域
の
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
を

痛
感
。
地
域
の
生
産
者
か
ら
耕
作

放
棄
地
を
受
け
入
れ
つ
つ
事
業
を

拡
大
し
た
。

　
平
成
24
年
に
は
、
娘
と
共
に
法

人
化
。「
地
域
の
農
業
、
農
地
は

私
た
ち
が
守
る
」
を
理
念
に
、
女

性
２
人
で
米
・
麦
・
大
豆
を
中
心

と
し
た
大
規
模
省
力
低
コ
ス
ト
経

営
を
実
践
し
て
い
る
。

　
昨
年
に
は
「
熊
本
県
農
業
コ
ン

ク
ー
ル
大
会
」
に
て
、
経
営
団
体

部
門
の
優
良
賞
を
受
賞
。
機
械
や

栽
培
方
法
の
省
力
化
技
術
の
積
極

的
な
導
入
、
作
付
け
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
に
よ
る
安
定
し
た
生
産

が
評
価
さ
れ
た
。

　
牧
野
さ
ん
親
子
は
こ
れ
ま
で
、

生
産
者
が
持
つ
耕
作
放
棄
地
を
一

手
に
引
き
受
け
、
15
㌶
を
当
面
の

目
標
に
、今
で
は
13
㌶
の
土
地
で
、

米
・
麦
・
大
豆
、
ハ
ウ
ス
栽
培
に

よ
る
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
生
産
。

更
に
、栗
林
も
新
た
に
増
設
し
た
。

　
毎
日
早
朝
か
ら
娘
と
作
業
さ
れ

る
牧
野
さ
ん
は
「
娘
が
一
緒
に
農

業
を
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
、
こ

れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」

と
話
す
。

　
繁
忙
期
に
は
離
れ
て
住
む
息
子

た
ち
も
手
伝
い
に
訪
れ
、
和
気
あ

い
あ
い
と
作
業
を
進
め
る
と
の
こ

と
。

　
最
近
で
は
自
家
消
費
用
と
し
て

黄
色
唐
辛
子
の
栽
培
も
始
め
、
商

品
化
や
販
路
の
拡
大
な
ど
、
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け
て
構
想
も

練
っ
て
い
る
。

　
生
産
さ
れ
た
作
物
は
Ｊ
Ａ
や
直

接
取
引
に
て
消
費
者
の
元
へ
届
け

ら
れ
る
。「
食
卓
で
の
皆
さ
ん
の

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ

て
、毎
日
の
仕
事
を
頑
張
り
ま
す
」

と
、
笑
顔
で
話
さ
れ
る
牧
野
さ
ん

は
、
新
た
な
可
能
性
や
夢
を
楽
し

み
に
し
つ
つ
、
甲
佐
の
農
業
の
未

来
を
見
す
え
て
い
る
。

食
卓
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
、

娘
と
二
人
三
脚
で
歩
む
農
業
の
道

Kosa
Style
こうさ スタイル

まきの　ちよか /株式会社まき
の農園代表。これまで父が取り
組んできた農業を法人化により
継承。地域の耕作放棄地などを
活用し、稲作や大豆等の生産に
娘と2人で取り組んでいる。

写真上）麦畑の近くにあるビ
ニールハウスの中にはスイー
トコーンが育ち始めている。
一つのハウスの中に約2000
本の苗が植えられている。
甲佐町のスイートコーン収穫
量は熊本県で3位。

〔府領区〕

広
報
こ
う
さ

2024
M
arch

N
o.656

ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

発
行

　
　

甲
佐

町
発

行
人

　
甲

佐
町

長
 甲

斐
高

士
編

集
　

　
企

画
課

TEL　
096-234-1111（

代
表

）
FAX　

096-234-3964
U

RL　
https://w

w
w

.tow
n.kosa.lg.jp/

牧野 千代加さん
Makino Chiyoka
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